
 

火山噴火予知連絡会 第３回霧島山部会 議事概要 

 

１．部会の概要 

日 時 ：令和元年 12 月３日（火）13:30～17:10 

場 所 ：気象庁地震防災対策強化地域判定会室（気象庁２階） 

委 員 ：鍵山部会長、上田、大湊、加藤、木川田、齋藤、篠原、中尾、 

畑中、森 

学識経験者：田島 

 

２．議事概要 

各委員からのこれまでの観測及び各種解析結果の報告をもとに、霧島山の

火山活動の検討を行った。概要は以下のとおり。 

○新燃岳、えびの高原（硫黄山）周辺、及び御鉢の火山活動について、以下

のとおり評価をとりまとめた。 

・新燃岳では 2018 年６月 28 日以降、噴火は観測されていないが、2019

年 11 月 17 日から 18 日にかけて新燃岳火口直下を震源とする火山性

地震が一時的に増加し、火山活動が高まった状態となっている。 

・えびの高原（硫黄山）周辺では、活発な噴気活動が続いているものの、

火山性地震は概ね少ない状態で経過し、硫黄山近傍の GNSS 基線の伸び

は停滞もしくはわずかに収縮しており、噴火の兆候は認められない。 

・御鉢の火山活動には特段の変化はなく、噴火の兆候は認められない。 

・霧島山深部には、これまでにマグマが蓄積されていると考えられ、広

範囲の地震活動も続いていることから、火山活動の推移を引き続き慎

重に監視する必要がある。 

○地殻変動等から推定される活動領域と霧島山の火山活動の関連について、

以下の観点について意見交換を行った。 

・GNSS 等の地殻変動や地震活動等の再確認による、霧島山全域における

火山活動の全体像 

・地殻変動等から推定される活動領域と、周辺の応力場や構造等との関

連 

 

３．今後の予定 

・部会においてとりまとめた検討結果を、第 145 回火山噴火予知連絡会に部

会長が報告。 

・各機関の観測結果や計画について、引き続き情報共有。 

・霧島山の火山活動について定期的に検討するとともに、火山活動に急な変

化があった場合は、部会を開催するなど、臨機に火山活動の評価を実施。 
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